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２．４ 虐待発生要因・課題の整理 

 

虐待が発生した養介護施設等に対する再発防止に向けた指導内容を検討するため、虐待 

が発生した要因の分析や課題整理を行う必要があります。 

 養介護施設従事者等による高齢者虐待は、虐待を行った職員のみにその原因を求められ 

るものではなく、ましてや利用者の属性に帰結されるものでもありません。虐待が発生 

する要因として、組織運営面における何らかの問題が、職員の行動に影響を及ぼしている 

と考えられます。 

 

 法に基づく対応状況等調査によれば、虐待を行った職員個人の要因として「虐待や権利 

擁護、身体拘束に関する知識・意識の不足」、「高齢者介護や認知症ケア等に関する知識・ 

技術不足」、「ストレス・感情コントロール」、「倫理観・理念の欠如」等の回答が上位を 

占めているが、これらの多くは養介護施設等における職員育成体制や労働環境、チーム 

ケア体制等が背景にあることが容易にうかがえます。 

 

また、虐待を行った職員の要因とともに、組織運営上の課題として、「職員の指導管理体制」 

をはじめ、「虐待防止や身体拘束廃止にむけた取り組み」や「チームケア体制・連携体制」 

の不十分さ、「研修機会や体制」、「職員が相談できる体制」等の不十分さが指摘されています。 

 さらに、運営法人・経営層の課題としては、経営層の「現場の実態や理解の不足」、 

「虐待や身体拘束に関する知識不足」、「業務環境変化への対応取組」の不十分さ等も指摘 

されています。これらの経営や組織運営上の問題と職員個人が抱える問題が相互に影響し 

虐待が発生している実態がうかがえます。 
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法に基づく対応状況調査による虐待発生要因の上位項目 

虐待を行った職員の課題（上位項目）                

・職員の虐待や権利擁護、身体拘束に関する知識・意識の不足 

・職員の高齢者介護や認知症ケア等に関する知識・技術不足 

・職員のストレス・感情コントロール 

・職員の倫理観・理念の欠如 等 

組織運営上の課題（上位項目）                   

・職員の指導管理体制が不十分 

・虐待防止や身体拘束廃止にむけた取り組みが不十分 

・チームケア体制・連携体制が不十分 

・職員研修の機会や体制が不十分 

・職員が相談できる体制が不十分 等 

運営法人・経営層の課題（上位項目）                

・経営層の現場の実態理解不足 

・経営層の虐待や身体拘束に関する知識不足 

・業務環境変化への対応取り組みが不十分 等 

 

 

先行研究では、養介護施設等における高齢者虐待の背景要因として、「組織運営」（組織 

 運営は健全か）、「負担・ストレスと組織風土」（負担・ストレスや組織風土の問題はないか）、 

「チームアプローチ」（チームアプローチは機能しているか）、「倫理観とコンプライアンス」 

（倫理観を持ち、コンプライアンス（法令遵守）を考えているか）、「ケアの質」（ケアの 

質は保たれているか）の５つの次元に分けて整理しています。 

 

これらの背景要因は、必ずしも直接的に虐待を生み出すわけではないものの、放置 

されることでその温床となったり、いくつかの要因が作用することで虐待の発生が助長 

されたりすることもあること、また、これらは必ずしも独立した要因ではなく、相互に 

関係している場合が多くあることが指摘されています。 
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出典：「養介護施設従事者等による高齢者虐待の背景要因（社会福祉法人東北福祉会 認知介護研究・ 

      研修仙台センター，２００８，P１７」 

 

これら５つの次元ごとに虐待発生予防のポイントや、関連するキーワードから具体的 

 な取組内容例も整理されています。これらは、虐待が発生した背景要因を養介護施設等 

の組織運営面や経営的側面から検討し、再発防止に向けた改善指導を行う際にも参考に 

なる視点です。虐待を行った職員個人の問題に帰することなく、経営や組織運営面の 

課題を含めて改善指導を行うことにより、より実効性の高い再発防止の取組につながり 

ます。 


